
住民の手×社会福祉法人の技×社協の知恵
～買い物支援の取組～
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呉市のこと知ってクレ！

音戸町・倉橋町
蒲刈町・下蒲刈町

安浦町・川尻町
豊浜町・豊町



はじ
めに 呉市第６地区ってこんなところ
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※１ 呉市ホームページの住民基本台帳より作成（令和３年９月末日現在）。
ただし，第６地区は町名と自治会区域が同一ではなく，中央地区と混在しているため，正式な居住人口・世帯とは異なる。

※２ 住民基本台帳（令和３年９月末）の人数であり，自治会加入の人口・世帯とは異なる。



「きずな会」の紹介

❁

❁

❁ ：
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内神町自治会・上内神町自治会
西内神町自治会・江原町自治会

緩やかな見守りに繋がる！！

活動の可能性が
広がる！！

はじ
めに

話し合いの場をつくる

❁

❁



知り合いがたくさんできた
「〇〇さん」と名前をつけて挨拶
をする（される）ようになった
地域のことを知ることができた

山坂が多い
家の前に急な長い階段がある
車が通れない道が多い

みんな楽しそう
笑顔が見られて良かった
おしゃべりで元気になれる

参加者が固定
知らない人ばかりでは，参加しにくい
新しい人のきっかけがない

独居
サロンに来ていない認知症の人の
対応をどうしたら良い･･･
独居
散歩時間がいつもと違う･･･

家族介護の悩みを受け止めて
くれた（気持ちが楽になった）

若いお母さんと子どもが安心して
遊べる場所を探している
日中は働いているお母さんが多い

身近なところでイベントに
参加できる
歩くことで体力維持になる
自治会館を活用できる
足腰が弱り，自治会館まで
来られない

今の地域状況を把握する

坂道を下るのにも２～３回休憩が必要
空き家の軒下で休憩
店舗の宅配サービスがあるけど，
手数料がかかる（手数料無料になる
までたくさんの量を購入できない）



みんなの居場所「きずな会」で

住民同士のつながりを紡いできた

つながりがあるから

悩みを受け止めることができる

だからこそ

そのために

わかること 気づくことがある

大好きなこのまちで いつまでも暮らし続けたい

いま 私（たち）にできることを考え 動き出す！



これからの地域を考える
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たくさんの食材の中から
季節を感じ 自分の目で見て 触れて選びたい！
これまでの買い物習慣を続けられる方法を模索！！

家の近くまで来てくれる
→重いものを躊躇なく購入できる

商品の種類が少ない
→新鮮さ，好みの商品がないかも
しれない･･･

家まで配達してくれる
→重いものを躊躇なく購入できる

細かい注文表は記入できない
→記入の手伝いが必要

住んでいる区域は，配達可能
エリア外である

配達手数料がかかるかも？
→ひとり暮らしでは，手数料が
無料になるまで購入できない
（量が多い）

たくさんの商品から選ぶことがで
きる
→買い物の楽しさを味わえる
→家から一歩出かけるきっかけ
になる
→認知症予防になる

事故の心配から車両の運転は
地域では難しい

家まで配達してくれる
→重いものを躊躇なく購入できる

配達手数料がかかるかも？
→ひとり暮らしでは，手数料が
無料になるまで購入できない
（量が多い）

商店・宅配業者の協力が必要

❁

決定！



❁

❁

❁

❁

❁

社会福祉法人の
協力を得られた
決め手

地域（ふるさと）を大切に
思う住民の声に
共感いただいたこと

「きずな号」は
住民（地域）主体の活動

（地域でできることは地域でやる！）

具体的な活動を企画する



活動を実施する



たくさんの食材から選べることは
買い物の楽しさの一つ！

長い坂道を気にせず
購入できる！

安心して，自動車免許証を
返納できる！

一人ひとりが
気にかけあっている！

安全を確保することも
大切な役割！

活動を振り返る
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「きずな会」の話し合いの場（第３層協議体）の合言葉は
“できないことより どうやったらできるかを考えよう”

大好きなこのまちで いつまでも暮らし続けられるよう
一歩を踏み出し 新たな挑戦をした住民

その真剣な思いに応えた 社会福祉法人

住民に寄り添い 地域のチカラを信じ
一歩二歩先の展開を見据え備えてきた 生活支援コーディネーター

たくさんの思いが集まり
買い物シャトルバス「きずな号」というカタチになりました

買い物シャトルバス「きずな号」が始まって 約２年半
ご近所同士の新たなつながりをつくり

住民の生活の安心度を高める一助となっています


